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図 1: 衝撃振動試験 [2] 図 2: 走行振動試験 [2]
図 3: 衝撃振動固有振動数 [2] 図 4: 走行振動固有振動数 [2]









































データを用いて評価を行った．図 5，図 6より，最初の 15秒ま
では振動の時間的変化に追従できていることがわかる．
図 5: 20秒までの振動データ [2] 図 6: 測定結果
5 おわりに
本研究では，振動データを再現するシステムをステッピング
モータを用いて実装した．結果として，わずかに振動データを
再現することができた．今後の研究として，再現度の向上と振
動の生データを使用して再現させた結果を精度として表す．
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